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倭
名
類
緊
抄
一

一
十
巻
本
成
立
の

過
程

二
十
巻
本
諸
本
の
部
序
数
の
比
較

倭
名
類
緊
抄
に
は
十
巻
本
と
二
十
巻
本
と
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
構
成

に
つ
い
て
は
、
従
来
い
ず
れ
が
原
撰
本
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
と
も
か
ら
め
て

(
1
)
 

比
較
研
究
さ
れ
て
き
た
。
十
巻
本
の
部
門
構
成
は
体
系
的
・
包
括
的
、
二
十
巻

本
の
そ
れ
は
精
細
あ
る
い
は
有
機
的
と
い
わ
れ
、
そ
れ
故
に
十
巻
本
を
原
撰
と

(
2
)
 

す
る
説
も
あ
れ
ば
、
体
系
化
こ
そ
後
出
と
見
る
説
も
あ
る
。
或
い
は
ま
た
、
十

巻
本
の
構
成
は
他
に
余
り
類
の
無
い
独
特
な
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
二
十
巻

(
3
)
 

本
の
そ
れ
は
唐
土
に
類
似
の
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
模
し
て
原
撰
本
が

成
っ
た
と
す
る
見
方
も
あ
る
が
、
逆
に
、
独
特
な
構
成
を
持
つ
原
撰
本
を
、

般
的
な
分
類
基
準
に
依
っ
て
構
成
し
な
お
し
た
と
す
る
立
場
も
有
り
得
よ
う
。

両
者
の
比
較
は
、
従
来
、
十
巻
本
は
狩
谷
械
斎
の
筆
注
倭
名
類
緊
抄
に
依
り
、

二
十
巻
本
は
那
波
道
円
校
訂
の
古
活
字
本
に
依
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

宮
津

俊
雅

た
。
部
門
構
成
に
関
す
る
限
り
十
巻
本
は
筆
注
倭
名
類
緊
抄
で
も
問
題
は
無
い

が
、
古
活
字
本
の
部
門
構
成
を
そ
の
ま
ま
二
十
巻
本
本
来
の
も
の
と
す
る
の
に
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は
多
少
問
題
が
有
る
。

十
巻
本
は
そ
の
序
に
「
勅
成
十
巻
々
中
分
部
々
中
分
門
二
十
四
部
百
二
十
八

門
」
と
あ
り
、
本
文
の
構
成
も
現
存
諸
本
は
、
下
総
本
が
五
巻
と
す
る
他
は
特

に
こ
れ
と
矛
盾
す
る
と
こ
ろ
は
無
い
。

し
か
し
二
十
巻
本
は
、
そ
の
序
に
「
助
成
十
巻
々
中
分
部
々
中
分
門
四
十
部

(
4
)
 

二
百
六
十
八
門
」
と
あ
る
が
、
古
活
字
本
で
は
二
十
巻
三
十
二
部
二
百
四
十
九

門
と
な
っ
て
い
る
。
大
東
急
本
は
部
序
数
が
古
活
字
本
と
異
な
る
が
、
部
門
構

(
5
)
 

成
に
於
て
は
大
異
が
無
い
。
伊
勢
広
本
は
大
東
急
本
と
一
致
す
る
。
高
山
寺
本

も
現
存
部
分
に
関
し
て
は
古
活
字
本
と
部
門
構
成
は
一
致
す
る
が
、
部
序
数
が

異
な
る
。
即
ち
四
本
と
も
部
門
構
成
で
は
一
致
し
て
い
な
が
ら
門
序
数
が
異
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
、
諸
本
の
部
序
数
を
比
較
す
れ
ば
次
の
如
く

に
な
る
。
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巻巻巻巻
四

第
五

巻
六

巻
七
巻
八

巻
九

巻
十

巻
十

第
十

天
部
地
部
水
部

歳
時
部

鬼
神
部

人
倫
部
(
6
)
 

親
戚
部

形
体
部

術
芸
部

音
楽
部

職
官
部

国
郡
部

居
処
部

船
部

車
部

牛
馬
部

宝
貨
部

香
薬
部

古
活
字
本

第第第第
四
第
五

第
六

第
七
第
/¥ 

第
九
第
十

第
十

等
十

第
十
三

第
十
四

第
十
五

第
十
六

第
十
七

第
十
八

大
東
急
本

第第第第
四
第第

四
第
五

第
六
第
八

第
九

第
十
第
十

第
十
第
十
八

第
十
九

第
廿

第
廿

第
十
六

伊
勢
広
本

第第第第
四
第第

四
第
五

第
十

第
十
八

第
十
九

第
廿

第
廿
第
十

高
山
寺
本

郷
里
部
第
一

郷
里

郷
里
郷
里
四

第
十

巻
十
三

巻
十
四

巻
十
五

巻
十
六

巻
十
七

巻
十
八

巻
十
九

巻
二
十

燈
火
部

布
南
部

装
束
部

調
度
部

器
皿
部

飲
食
部

稲
穀
部

菓
服
部

菜
疏
部

羽
族
部

毛
群
部

鱗
介
部

虫
藷
部

第
十
九

第
二
十

第
二
十
一

第
廿
中下第

二
十
三

第
二
十
四

第
二
十
五

第
二
十
六

第
二
十
七

第
二
十
八

第
二
十
九

第

十

第
三
十
一

第
十
七

第
十
八

第
十
九

第
廿
中下第

廿
第
廿
第
廿
三

第
廿
四

第
廿
五

第
廿
六

第
廿
七

第
廿
八

第
廿
九

第
十
七

第
十
八

第
十
九

第
廿
中下第

廿
第
廿

第
廿
三

第
廿
四

第
廿
五
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第
廿
六

第
廿
七

第
廿
八

第
廿
九

第

間

一

第

間

一

古
活
字
本
の
部
序
数
は
整
然
と
し
て
い
る
が
、
大
東
急
本
・
伊
勢
広
本
の
そ

れ
に
は
断
続
が
有
る
。
前
者
が
校
訂
の
際
に
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は

疑
い
が
無
い
。 草

木
部

第

十

二
十
巻
本
の
疾
病
部
の
有
無

大
東
急
本
の
部
序
数
の
不
連
続
の
う
ち
、
形
体
部
第
六
と
術
芸
部
第
八
の
間



に
疾
病
部
第
七
が
入
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
十
巻
本
が
形
体
部
と
疾
病
部

の
二
部
に
分
け
て
い
る
所
を
、
古
活
字
本
が
形
体
部
一
部
に
の
み
ま
と
め
て
い

(
7
)
 

る
点
に
つ
い
て
は
、
従
来
そ
の
不
合
理
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
大

東
急
本
の
出
現
に
よ
っ
て
、
疾
病
部
が
形
体
部
に
摂
せ
ら
れ
た
の
は
、
単
な
る

書
承
上
の
誤
り
で
あ
っ
て
、
二
十
巻
本
の
部
門
構
成
の
基
準
と
は
関
わ
り
の
無

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
大
東
急
本
に
於
て
も
疾
病
部
の
独
立
が
明
記
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
、
そ
の
過
程
を
以
下
に
跡
な
つ
け
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
古
活
字

本
巻
コ
一
の
巻
頭
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

1 
オ

倭
名
類
緊
紗
巻
第
三

源
順
撰

形
体
部
第
八

頭
面
類
第
三
十

耳
目
類
第
三
十
一

鼻
口
類
第
三
十
二

毛
髪
類
第
三
十
三

身
体
類
第
三
十
四

筋
骨
類
第
三
十
五

肌
肉
類
第
三
十
六

蔵
府
類
第
三
十
七

倭名類緊抄二十巻木成立の一過程

手
足
類
第
三
十
八

茎
垂
類
第
三
十
九

病
類
第
四
十

癌
類
第
四
十
一

頭
面
類
第
三
十

1 
ウ

首
頭

文璽主緯
字重竺名
集云日
略独首
云 z 担主
出沼 ち三ー 弓子自貝

腫員 同倍半日
和[落処名
鰻体活
之字而也
良亦独頭
乃作由
告反度

加態z司11侯

臣
、
、
情
韓
暗

躍
附

賊
脳
蓋
也
玉
篇
云
輯
瞳
側
一
宮
崎

帥
之
頭
骨
也

(
以
下
略
)

巻
頭
の
目
録
で
は
、
疾
病
部
に
相
当
す
る
病
類
・
癌
類
が
形
体
部
の
末
尾
に

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
大
東
急
本
で
は
脱
落
し
て
お
り
、
次
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

和
名
類
取
水
抄
巻
第
三

源
}I原

形
体
部
第
六

頭
面
類
第
品
川
耳
目
類
第
刑
一

顧
関
棲
附
文
字
集
云
l
落
胡
反
作
盟
問
旧
日
間
ι良

脳
蓋
也
一
云
比
止
加
之
良
頭
骨
也
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古
活
字
本
は
、
脱
落
箇
所
を
、
目
録
部
分
は
本
文
か
ら
補
い
、
首
頭
条
は
十

巻
本
か
ら
補
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
文
の
病
類
の
官
頭
部
分
は
大
東
急

本
で
も庇

四
声
菟
云
横
向
一
訳
匹
鼻
反
一
云
放
庇

和
名
倍
比
流

病
類
第
四
十

灸

妓
伯
黄
帝
善
l
l

人
疾
患

と
な
っ
て
い
て
、
病
類
が
茎
垂
類
の
末
尾
に
直
接
つ
な
が
っ
て
い
る
た
め
、
「
疾

病
部
第
」
の
字
句
を
補
う
こ
と
に
は
思
い
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

大
東
急
本
の
前
半
で
は
、

一
巻
内
に
二
部
以
上
収
め
る
巻
は
目
録
を
巻
頭
に
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置
く
だ
け
で
、
部
頭
に
は
部
名
を
も
記
さ
な
い
の
を
通
例
と
し
て
い
る
。
巻
一

は
通
例
と
異
な
っ
て
い
る
が
、
巻
二
・
四
・
五
は
こ
の
方
式
で
あ
る
。
従
っ
て

巻
二
を
例
に
挙
げ
れ
ば
、
巻
頭
の
目
録
で
は

鬼
神
部
第
三

神
霊
類
第
十
六

鬼
魅
類
第
十
七

人
倫
部
第
四

男
女
類
第
十
八

老
幼
類
第
十
九

と
な
っ
て
い
る
が
、
本
文
で
は
人
倫
部
の
冒
頭
部
分
は
、

日
本
記
云
|
|
|
和
名
阿
万
佐
久
女
一
云

安
万
乃
佐
久
米

天
探
女

男
女
類
第
十
八

人

白
虎
通
云

l

男
女
惣
名
也

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
大
東
急
本
前
半
で
は
、
巻
内
の
部
門
構
成
を

目
録
に
よ
っ
て
の
み
知
り
得
る
の
で
あ
っ
て
、
巻
三
で
は
目
録
が
脱
落
し
て
し

ま
っ
た
た
め
二
見
疾
病
部
が
独
立
し
て
い
な
い
か
の
如
く
見
え
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
大
東
急
本
巻
三
に

陰
嚢

針
灸
経
云
|
!
俗
云
榊
久
具
見
疾

病
巾
陰
旗
下

と
あ
る
疾
病
巾
は
疾
病
部
の
誤
写
と
見
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
も
、
陰
頭
条
の
有

る
病
類
が
疾
病
部
で
あ
る
こ
と
の
証
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

高
山
寺
本
の
居
処
部
第
十
の
解
釈

疾
病
部
第
七
を
補
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
東
急
本
の
部
序
数
は
次
の
五
つ
の

組
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

I 

天
部
第
一

1
歳
時
部
第
四

2 

鬼
神
部
第
一
二

1
居
処
部
第
十
二

3 

船
部
第
十
八

1
宝
貨
部
第
廿
一

4 

香
薬
部
第
十
六

1
虫
若
部
第
廿
九

5 

草
木
部
第
廿
二

こ
の
断
続
状
況
か
ら
本
来
の
部
門
構
成
を
種
々
に
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で

-18-

あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
居
処
部
以
前
の
部
門
構
成
に
つ
い
て
の
み
考
え
る
こ
と

に
す
る
。

居
処
部
は
高
山
寺
本
で
は
第
十
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
渡
辺
実
氏

は
、
高
山
寺
本
で
直
前
に
あ
る
「
和
名
類
緊
抄
巻
第
十
」

へ
の
目
移
り
に
依
る

誤
写
と
い
う
立
場
に
立
た
れ
つ
つ
も
、
も
し
こ
れ
を
誤
写
で
な
い
と
し
た
な
ら

(
8
)
 

ば
、
十
巻
本
原
撰
説
は
理
論
上
問
、
ざ
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
十
巻
本

が
原
撰
で
あ
る
な
ら
ば
、
増
補
で
あ
る
職
官
・
国
郡
の
両
部
に
は
最
初
か
ら
部

序
数
が
与
え
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
居
処
部
第
十
は

音
楽
部
第
九
に
直
結
す
る
こ
と
に
な
り
、
必
ず
し
も
十
巻
本
原
撰
説
を
否
定
す

る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
高
山
寺
本
の
白
土
条
に
見
え
る
注
文
で
あ
る
。
す

な
わ
ち



兼
名
苑
云
1

1

一
名
霊
頚
厭
地

と
あ
る
「
天
地
水
土
類
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
天
地
部
水
土
類
」
の
意
と
考
え

白
土

ら
れ
、
天
地
部
水
土
類
の
霊
条
を
参
照
さ
せ
る
た
め
の
注
文
で
あ
る
。
聖
条
は

十
巻
本
で
は
正
し
く
天
地
部
水
土
類
に
有
る
が
、
大
東
急
本
で
は
地
部
塵
土
類

に
有
る
。
こ
れ
を
、
十
巻
本
原
撰
説
の
立
場
か
ら
、
高
山
寺
本
が
十
巻
本
を
改

編
し
て
成
っ
た
証
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
が
、

一
方
、
高
山
寺
本
の
霊
条
を
含

む
部
分
が
、
大
東
急
本
と
異
な
る
部
門
構
成
に
な
っ
て
い
た
と
見
る
こ
と
も
で

き
ょ
う
。

高
山
寺
本
に
天
地
部
が
存
し
た
可
能
性
が
有
り
、
ま
た
、
十
巻
本
原
撰
の
場

合
に
は
増
補
部
が
部
序
数
の
番
外
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
と
す
れ
ば
、
居
処

部
以
前
の
部
門
構
成
に
つ
い
て
は
種
々
の
推
測
が
可
能
で
あ
る
。
試
み
に
そ
れ

ら
を
列
挙
す
る
。
a
天
・
地
・
水
・
歳
時
・
鬼
神
の
五
部
。

b
天
・
地
・
水
・
鬼
神
の
四
部
。
歳
時
部
は
番
外
ま
た
は
無
し
。

C

天
地
・
歳
時
・
鬼
神
の
三
部
。

d
天
地
・
鬼
神
の
二
部
。
歳
時
部
は
番
外
ま
た
は
無
し
。

倭名類緊抄二十巻本成立の一過程

e
天
地
部
の
み
一
部
。
歳
時
部
無
し
。

a
人
倫
・
親
籍
の
二
部
。

b
人
倫
部
の
み
一
部
。

形
体
・
疾
病
・
術
芸
の
三
部
。

a
音
楽
部
、

一部。

四

b
無
し
(
音
楽
部
は
調
度
部
音
楽
類
)

五

a
職
宮
部
、

一部。

b
職
官
部
は
番
外
ま
た
は
無
し
。

ノ¥

a
国
郡
部
、

一部。

b
国
郡
部
は
番
外
ま
た
は
無
し
。

七

郷
里
部
は
番
外
(
ま
た
は
国
郡
部
に
摂
し
入
れ
る
)
ま
た
は
無
し
。

居
処
部
、
一
部

右
の
組
み
合
せ
か
ら
居
処
部
の
部
序
数
は
、
最
低
「
第
六
」
か
ら
最
高
「
第

ス、

十
四
」
ま
で
の
可
能
性
が
有
る
。
高
山
寺
本
の
「
第
十
」
も
誤
写
と
の
み
は
言

い
き
れ
な
い
の
で
あ
る
。

四

他
条
項
へ
の
参
照
を
指
示
す
る
注
文
の
全
例

19 -

白
土
条
や
陰
嚢
条
の
注
文
が
部
門
構
成
の
推
測
に
若
干
の
示
唆
を
与
え
る
こ

と
を
見
て
き
た
が
、
同
様
に
、
他
の
条
項
を
参
照
さ
せ
る
こ
の
種
の
注
文
を
一

覧
し
て
お
く
こ
と
は
無
意
味
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
以
下
に
そ
れ
を
列

挙
す
る
。

挙
例
は
通
し
番
号
を
附
し
て
条
項
の
標
目
と
該
当
注
文
を
摘
記
し
、
次
に
そ

の
所
在
を
十
巻
本
巻
次
・
門
序
数
・
筆
注
倭
名
類
棄
抄
に
よ
る
門
内
条
項
序
数

(
二
十
巻
本
巻
次
・
門
序
数
・
古
活
字
本
に
よ
る
門
内
条
項
序
数
)

の
順
に
示

し
、
さ
ら
に
そ
の
条
項
を
有
す
る
諸
本
を
、
京
1
京
本
類
、
昌
1
昌
平
本
、
尾

l
尾
張
本
、
曲
H

曲
直
瀬
本
第
一
冊
、
下
l
下
総
本
、
高
l
高
山
寺
本
、
大
ー

大
東
急
本
の
略
号
で
示
す
(
該
当
条
項
は
有
っ
て
も
該
注
文
の
無
い
も
の
は
ナ

シ
と
し
て
示
す
)
。
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次
い
で
そ
の
参
照
注
文
が
指
示
し
て
い
る
対
照
条
項
を
掲
げ
、
十
巻
本
で
所

属
す
る
部
名
・
門
名
(
二
十
巻
本
で
の
部
名
・
門
名
、
十
巻
本
と
全
同
の
場
合

は
同
と
す
る
)
を
挙
げ
、
最
後
に
そ
の
所
在
を
示
す
。

-
番
を
例
に
と
っ
て
説
明
す
れ
ば
、
樹
神
条
は
十
巻
本
で
は
巻
一
の
神
霊
類

三
の
、
筆
注
倭
名
類
緊
抄
で
は
お
番
目
の
条
項
で
、
二
十
巻
本
で
は
巻
二
の
神

霊
類
第
十
六
の
、
古
活
字
本
で
別
番
目
の
条
項
で
あ
る
。
そ
の
樹
神
条
に
「
魅

見
下
文
」
の
注
文
が
有
る
。
そ
の
注
文
を
有
す
る
の
は
京
本
類
、
昌
平
本
、
尾

張
本
、
曲
直
瀬
本
第
一
冊
、
下
総
本
の
諸
本
で
あ
り
、
大
東
急
本
は
樹
神
条
は

有
る
が
「
魅
見
下
文
」
の
注
文
は
無
い
。
高
山
寺
本
は
勿
論
こ
の
部
分
が
無
い
。

注
文
が
参
照
を
指
示
し
て
い
る
の
は
瞳
魅
条
で
、
こ
れ
は
十
巻
本
で
は
巻
一
の

天
地
部
神
霊
類
三
の
、
筆
注
倭
名
類
緊
抄
で
お
番
目
の
条
項
で
あ
り
、
二
十
巻

本
で
は
巻
二
の
鬼
神
部
鬼
魅
類
第
十
七
の
、
古
活
字
本
で

6
番
目
の
条
項
で
あ

る。-
樹
神

魅
見
下
文

巻
一
|
二
一
部
(
巻
二

i
十
六
却
)
京
昌
尾
曲
下
(
大

ナ
シ
)

腫
魅

天
地
部
神
霊
類
(
鬼
神
部
鬼
魅
類
)
巻
一
一
一
一
部
(
巻
二
|
十
七

6 

2
挟
抄

笛
撒
二
字
舟
具
見
名

巻
一
pi--

七
刊
(
巻
二
廿
二

8
)
京
昌
(
曲

大
ナ
シ
尾
下
欠
文
)

概
・
構

舟
車
部
舟
具
(
船
部
舟
具
)
巻
コ
プ
!
間
六
ロ
日
(
巻
十
一
|
百

廿
四
ロ
日
)

3
女
妹

姉
妹
之
妹
見
上
文

巻

一

十

二

9
(巻
二

廿

九

9
)
京
昌
尾

4
費
髪

5
陰
嚢

6 
尿

7 
砂

8
唾
血

9
戯
射

日
射
鱗

曲
下
(
大
ナ
シ
)

妹

人
倫
部
兄
弟
類
(
親
籍
部
兄
弟
類
)
巻
一
J
o
l
l

九
4
(巻
二

廿

六

4
)

震
者
頭
髪
見
容
飾
具

巻
二
|
十
六

2

(
巻
三
ー
!
刑
三

2
)
京
昌

尾
曲
下
大

長主主

皮

調
度
部
容
飾
具
(
同
)
巻
六
八
八

3

(巻
十
四
|
百
八
十
3
)

具
見
疾
病
部
陰
旗
下

巻
二
|
二
十
3

(
巻

三

市

九

3
)
京
昌

曲
下
大

陰
額

疾
病
部
病
類
(
同
)
巻
二
廿
一
回
(
巻
一
二
|
四
十
日
)

又
糞
土
見
塵
土
類

巻
二
!
二
十
日
(
巻
三
|
叶
九
日
)
日
目
曲
下
(
京

大
ナ
シ
)

糞
堆

天
地
部
水
土
類
(
地
部
塵
土
類
)
巻
一
ー
l
四
犯
(
巻
一
八

3
)

- 20 

憲
見
下
文

巻
二

i
廿
一

8

(
巻
一
ニ
|
四
十
8
)
京
昌
曲
下
(
大
ナ

シ
¥ーノ

塞

疾
病
部
病
類
(
同
)
巻
二
li--
廿
一
日
(
巻
一
ニ
ー
ー
四
十
品
)

唾
己
見
上
文

巻
二
|
廿
一

M
(巻
三

四

十

μ
)
京
昌
曲
(
大

ナ
シ
)

唾

形
体
部
鼻
口
類
(
同
)
巻
二
|
十
五
日
(
巻
三
間
二
日
)

平
題
見
征
戦
具

巻
二
|
廿
三

9

(巻
四
|
四
二

9
)
京
昌
曲
下

(
大
ナ
シ
)

平
題
箭

調
度
部
征
戦
具
(
同
)
巻
五
|
七
三
日
(
巻
十
三
百
七
五
日
)

見
鷹
具

巻

二

廿

四

1

(巻
四
l
四
三

1
)
京
昌
曲
下
(
大
ナ

てシ
、ーノ

議

調
度
部
鷹
犬
具
(
同
)
巻
五
|
七
七

4

(巻
十
五
|
百
九
二

4
)



日
奔
槍

12 
櫓

日
噌

H
白
土

日
怨
ω

日
絞
具

倭名類緊抄二十巻本成立の一過程

口
深
頭
履

日
履
履

槍
・
・
・
・
・
・
見
征
戦
具

巻

二

廿

五

H

(巻
四
|
四
四

H
)
京
昌
曲

下
(
大
ナ
シ
)

ナ
シ櫨

見
舟
具

巻
三
l
廿
七

7
(巻
十
|
百
前
六

8
)
高
大
(
京
昌
下

ナ
シ
)

櫨

舟
車
部
舟
具
(
船
部
舟
具
)
巻
二
一

i
三
六
日
(
巻
十
一
ー
ー
百
四
五
日
)

耳
噌
見
服
玩
百
六

巻
三

i
廿
八
日
(
巻
十
!
百
間
七
日
)
京
昌
下
高

(
大
ナ
シ
)

瑞

調
度
部
服
玩
具
(
同
)
巻
六
八
六

4

(巻
十
四
i
百
七
八

4
)

霊
・
・
・
・
・
・
巳
見
天
地
部
水
土
類

巻
三
=
一
十
7
(巻
十

百

刑

九

7
)
京
昌
下
高

霊

天
地
部
水
土
類
(
地
部
塵
土
類
)
巻
一
|
四
お
(
巻
一

l
八
6
)

膿
・
・
・
・
・
・
巳
見
培
壁
百
六

巻
三
ー
l
刑
一

6

(巻
十

百

四

十

6
)
京
昌

下
高

踊

居
処
部
培
壁
具
(
同
)
巻
三
三
十

5
(巻
十
|
百
刑
九
5
)

玉
鈎
・
・
・
・
・
・
巳
見
上
文

巻

四

四

八

2
(巻
十
二
|
百
六
六

2
)

京
昌
下
大

革
帯

装
束
部
腰
帯
類
(
同
)
巻
四
!
四
七

2

(巻
十
二
百
六
五

2
)

職
睦
見
下
文

巻

四

四

九

4
(巻
十
二
!
百
六
七

4
)
京
昌

下
大

報
桂

装
束
部
履
属
類
(
同
)
巻
四
四
九
日
(
巻
十
一
i
l

百
六
七
日
)

直
宜
之
宜
見
厨
膳
具

巻
四
|
五
十
2

(巻
十
二
|
百
六
八

2
)

京
昌
下
大

日
精
餅

調
度
部
厨
膳
具
(
同
)
巻
六

i
九
十
日
(
巻
十
四
百
八
二

9
〉

粍
粒
見
下
文

萄
宜

巻
四
|
五
三
ロ
(
巻
十
六
二
百
八
ロ
)
京
昌
下

大

20 
歓
喜 fe
団 F女

飲
食
部
麹
葉
類
(
同
)
巻
四
|
五
四

7
(巻
十
六
二
百
九
7
)

人
種
唐
菓
子
其
有
所
見
者
巳
挙
於
上
文

巻
四
|
五
三

M

(巻

十
六
|
二
百
八

M
)
京
昌
下
大

簡
餅

1
鎚
子

飲
食
部
飯
餅
類
(
同
)
巻
四
|
五
三

m
l
n
(巻
十
六
|

百
八

m
l
n
)

21 
躍

訓
与
襲
同
巳
見
上
文

巻
四
|
五
七
日
(
巻
十
六
二
百
十
二
日
)

京
日
目
下
大

嚢

飲
食
部
菓
菜
類
(
飲
食
部
菜
嚢
類
)
巻
四
五
六
日
(
巻
十
六
|

21 -

百
十
一

8
)

主宛

盆
字
見
瓦
器
中

巻
四
|
五
九
日
(
巻
十
六
二
百
一
日
)
大
(
京

昌
下
ナ
シ
)

盤

器
皿
部
瓦
器
(
同
)
巻
四
六
二
日
(
巻
十
六
|
二
百
四
日
)

23 
盟

巳
上
二
物
具
見
下
操
浴
具
也

巻
四
|
六
十
9
(巻
十
六
|
二
百

日
)
京
昌
下
大

匝
・
盟

調
度
部
諜
浴
具
(
同
)
巻
六
|
八
九
5
6
(巻
十
四
百
八

5
6
)
 

M
蚊
火

蚊
・
・
・
・
・
・
見
虫
護
部

巻
四
|
六
四
日

(
巻
十
二

l
百
五
六
日
)
大

蚊

虫
事
部
虫
名
(
虫
藷
部
虫
着
類
)
巻
八
|
百
十
二
口
(
巻
十
九

四
十
社
)

25 
幡

見
征
戦
目
六

巻
五
!
六
八
日
(
巻
十
三
百
七
十
9
)
京
下
大
(
昌
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お
碧

27 
軸

お
輯

29 
整

初
椋
葉

31 
噌

32 
長三三

皮

お
了
子
呑

ナ
シ
)

幡

調
度
部
征
戦
百
六
(
同
)
巻
五

i
七
三

1

(巻
十
=
一
!
百
七
五

1
)

又
見
音
楽
門

巻
五
|
」
ハ
八
日
(
巻
十
三

i
百
七
十

H
)
京
昌
大
(
下

ナ
シ
)

方
磐

調
度
部
音
楽
具
(
音
楽
部
鐘
鼓
類
)
巻
六
|
八
五

2

(巻
四
|
四

六
2
)

見
車
具

巻
五
七
一
一
山
(
巻
十
三
百
七
三
日
)
京
昌
下
大

軸

舟
車
部
車
具
(
車
部
車
具
)
巻
三
刑
八

6
(巻
十

一

百

四

七

6
)

見
射
芸
具

巻
五

l
七
七

4

(巻
十
五
百
九
二

4
)
京
昌
下
大

射
欝

術
芸
部
射
芸
目
六
(
同
)
巻
二
廿
四

1
(巻
四

l
四一ニ

1
)

采
鐘
・
・
・
・
・
・
下
字
見
造
作
具

巻
五

l
八
十

1
(巻
十
五
1

百
九
五

1
)

京
昌
下
大

鏡

調
度
部
造
作
具
(
同
)
巻
五
|
八
一

9

(巻
十
五
|
百
九
六

9
)

具
見
木
類

巻
五
八
三
日
(
巻
十
五
百
九
九
9
)
京
昌
下
大

椋

草
木
部
木
類
(
同
)
巻
十
l
百
廿
七
拘
(
巻
二
十
|
二
四
八
犯
)

錘
・
・
・
・
・
・
見
権
衡
具

巻
六
|
八
六

4

(
巻
十
三
|
百
七
八

4
)
京
昌

下
大

権
衡

調
度
部
称
量
具
(
同
)
巻
六
八
七

1

(巻
十

四

百

七

九

1
)

花
童
之
量
見
伽
藍
具

巻
六

l
八
八

3
(巻
十
四

l
百
八
十

3
)
京

昌
下
大

花
量

調
度
部
伽
藍
具
(
同
)
巻
五
六
八
日
(
巻
十
二
一
l
l
百
七
十
日
〉

欝
金
見
下
文

巻
六
1

九
一

6
(巻
十
二

l
百
五
四

5
)
京
昌

下
大

34 
鵜

35 
蹄

お
牛
角

37 
霞

お
糞
門

却
鰹
魚

羽
海
鱒 欝

金

ナ
シ
(
香
薬
部
香
名
類
)
l
i
l
(巻
十
二
百
五
四
幻
)

喝
・
・
・
・
・
・
見
下
文

巻
七

l
百
円
(
巻
十
八

i
一一一一一十

6
)
大
(
京
昌

下
ナ
シ
)

省

羽
族
部
鳥
体
(
羽
族
部
羽
族
体
)
巻
七

l
百
一

2

(巻
十
八
|
一
一
一
一
一

4 
¥ーノ

又
塞
蹄
之
蹄
見
蚊
猟
具

巻
七
|
百
三
日
(
巻
十
八

l
二
三
五
日
)

京
昌
(
大
ナ
シ
)

蹄

調
度
部
政
猟
具
(
同
)
巻
五

i
七
八

2

(巻
十
五

l
百
九
三

2
)

角
等
己
見
上
文

巻
七

l
百
六

1

(巻
十
一
ー
ー
百
五
十

1
)
京
下

大

角
・
開

毛
群
部
獣
体
(
毛
群
部
毛
群
体
)
巻
七
|
百
三

2
3
(巻
十
八

-22-

ー
二
三
五

2
3
)

魚
之
嵩
見
魚
体

巻
七

l
百
六

3

(巻
十
一
ー
l
百
五
十

3
)
京
下
大

鰭

竜
魚
部
竜
魚
体
(
鱗
介
部
竜
魚
体
)
巻
八
!
百
九

5
(巻
十
九
l
二

三
七

5
)

壕
・
・
・
・
・
・
見
形
体
部

巻
七
百
六
四
(
巻
十
一
百
五
十
口
)
京

下
大

関

形
体
部
身
体
類
(
同
)
巻
二

l
十
七
日
(
巻
三
|
品
川
四
国
)

量
魚
見
下
文

巻
八
百
八
ロ
(
巻
十
九
二
三
六
ロ
)
京
下
大

鱒
魚

竜
魚
部
竜
魚
類
(
鱗
介
部
竜
魚
類
)
巻
八
|
百
八
訂
(
巻
十
九
l

一
六
幻
)

鯛
見
下
文

巻
八
|
百
八
四
(
巻
十
九
|
二
三
六
四
)
京
下
大

鮒

竜
魚
部
竜
魚
類
(
鱗
介
部
竜
魚
類
)
巻
入
|
百
八
日
制
(
巻
十
九
|



41 
鰯

42 
鰭

品
開
中
螺

斜
角
蓋

i倭名類要量抄ニナ署警本成立の一通事護

川
刊
盤
拡
昨

47 
1手

¥

戸

り

ノ

ノ

1
6
4
L

条
読
晃
飲
食
部

巻
入

i
百
人
出

二
三
六
回
〉
京
下
大

魚
条

ー
五
七
5
(巻
十
六

i

飲
食
器
魚
鳥
類
(
隠
)

5 、J

議
・
・
・
・
・
・
又
見
患
体

5
(巻
十
九
i
一
一
三
七

5
)
京
下

牛
馬
部
牛
馬
体

巻
七
i
百
六

3
ハ
巻
十
一
百

巻
八
i

口
(
巻
十
九

一
人
口
〉
十
尽

竜
魚
部
竜
魚
類
〈
鱗
介
部
竜
魚
類
〉

ー
百
八

3
(巻
十
九
i

一六

3
)

巻
八

i

一九
4
)
京

4
(巻
十
九
i

下

ナ
シ
)

鮫

竜
魚
部
竜
魚
類
〈
鱗
介
部
意
魚
類
)
巻
八
百
八
日
け
(
巻
十
九
|

一
ニ
六
日
〉

蚊
虻
之
虻
字
悦
見
下
文

二
泣
〈
巻
十
九
i
二
部
十
位
)

h

滋

虫
護
部
虫
名
(
虫
務
部
虫
，
多
額
)
巻
八
!

一
一
花
(
巻
十
九
i

四
十
陀
〉

蜜
見
飲
食
部

巻
入
i

尽
下

的
(
巻
十
九
i

蜜

飲
食
部
蘇
蜜
類
ハ
飲
食
器
蘇
蜜
類
)

!
!
五
五

6
(巻
十
六
|

百
十
6
)

程
黍
也
見
上
文

巻
九
i

3

〈
ナ
シ
)
京
下

ω
刊
紫
苔

川笠関…
叩
閥
次
譲

詔
一
穣

楠
穀
部
謡
穀
類
〈
稲
鍛
部
菜
類
)
巻
九
!

一入

3
)

語
委
見
飲
食
部
ハ
騎
蔀
)
塩
梅
類

七
2
)
京
下
大

ロ
(
巻
十
七
!

!
百
十
七
四
〈
巻
十
七

飲
食
器
塩
梅
類
〈
飲
食
部
護
蒜
類
)
巻
四
!
混
入
日
(
巻
十
六
|

百
十
四
日
〉

具
見
菜
翼
類

i
百
十
八

2

ナ
シ
〉

i
ニ
廿
九
4
〉
大
(
京

一
7
)

飲
食
部
葉
菜
類
(
飲
食
器
菜
糞
類
)
巻
四
i
五
六

9
ハ
巻
十
六
l

核
見
果

巻
九
i

京
大

ナ
シ
)

核

果
郵
務
果
譲
具

巻
九
|
百

廿一一

1
)

今
案
菊
又
お
此
和
名
見
上
高
文

〔
大
ナ
シ
)

菊

草
木
部
草
類
(
同
〉

又
紐
械
之
程
晃
細
川
獄
悶
同
門

巻
十
i
百
廿
七
川
崎

i
百
廿
一

3

京
下
大

(
巻
十
七

i
一

1 
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(
巻
十
七
i

i
百
廿
一
部

十

品四一一

3
)

十

四
八
桔
〉

ー
七
五
6
(巻十一一…
l

6 

担

議
度
部
刑
罰
具
(
罷
)
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五

参
照
注
の
問
題
例

以
上
五
二
例
の
う
ち
、

q
J
F
h
d
n
h
u
η
i
n
k
u
Q
d
n
U
旬

i
q
t
U
F
h
u
ウ
4
0
6
Q
U
A
H
u
n
L
R
u
n
n
u
Q
d

d
n
τ
ζ
d
 1
ょ
1
i
1ょ
1
i
1
i
1
i

ヮ“っ“つ
μ

つムワ
μ

ヮ“ヮ“つ
d
守
d

つd
つd
つd

刊
日
記
刊
の
二
四
例
は
、
十
巻
本
・
二
十
巻
本
共
に
同
じ
注
文
で
、
そ
の
内
容

も
そ
れ
ぞ
れ
に
矛
盾
が
無
い
の
で
問
題
は
無
い
。

た
だ
し

5
は
前
述
の
通
り
、

二
十
巻
本
に
疾
病
部
が
有
る
と
認
め
た
上
で
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
幻
の
「
見

下
操
浴
具
」
は
大
東
急
本
で
は
「
見
操
浴
目
ご
と
「
下
」
字
が
無
く
、
こ
の
た

め
二
十
巻
本
で
は
操
浴
具
が
そ
れ
以
前
に
有
る
こ
と
と
矛
盾
し
な
い
。

本
で
は
内
容
に
矛
盾
の
無
い
も
の
で
あ
る
。

次
に

1
3
7
8
9
M
U
の
七
例
は
、
二
十
巻
本
に
そ
の
注
文
が
無
く
、
十
巻

次
に
ロ

n
M
M
羽
目
の
六
例
は
、

十
巻
本
に
そ
の
注
文
が
無
く
、

二
十
巻
本

で
は
内
容
に
矛
盾
の
無
い
例
で
あ
る
。

例
を
見
て
行
く
。

ま
ず
次
の
六
例
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

以
上
三
七
例
は
一
応
問
題
が
無
い
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
問
題
と
な
る
一
五

条
項

注
文

十
巻
本

叩
射
輯

見
鷹
具
(
佐
叶
巻
本
)

見
権
衡
具

↓
称
量
具

↓
鷹
犬
具

担
噌
37 
重量

見
魚
体

↓
竜
魚
体

42 
鰭

見
馬
体

↓
牛
馬
体

羽
田
中
螺

見
竜
類

↓
竜
魚
類

回
橿

見
刑
獄
具

↓
刑
罰
具

刊
訂
必
刊
の
四
例
は
参
照
す
べ
き
門
名
が
完
全
な
形
で
は
記
さ
れ
て
い
な
い

刑
罰
具

二
十
巻
本

称
量
具

竜
魚
体

牛
馬
体

竜
魚
類

例
で
あ
る
。

し
か
し
、
例
え
ば
竜
魚
類
は
竜
類
と
魚
類
の
集
合
と
も
考
え
ら
れ

る
か
ら
、
内
容
的
に
大
き
く
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

出
は
権
衡
条
を
参
照
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
或
い
は
「
見
権
衡
下
」

の
誤
り
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

臼
の
刑
獄
具
は
刑
罰
具
と
内
容
的
に
相
違
す
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

刊
を
除
く
五
例
は
、
十
巻
本
と
二
十
巻
本
で
相
違
が
無
く
、

叩
も
類
例
と
見

倣
せ
る
か
ら
、
現
存
諸
本
内
で
の
比
較
で
は
特
に
問
題
と
は
な
ら
な
い
。
勿
論
、

現
存
諸
本
以
前
の
古
い
部
門
構
成
を
想
定
す
る
場
合
に
は
そ
れ
な
り
に
問
題
に

な
る
で
あ
ろ
う
。

現
存
諸
本
内
で
問
題
を
残
す
の
は
以
下
の
九
例
で
あ
る
。

2
挟
秒

↓
舟
具

舟
具
見
名

舟
具
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こ
の
注
文
は
昌
平
本
に
の
み
有
る
。
京
本
類
で
は
見
名
の
二
字
が
無
い
の
で
、

他
項
を
参
照
さ
せ
る
注
文
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
尾
張
本
・
下
総
本
は
挟
秒
条

の
後
半
を
欠
い
て
お
り
、
大
東
急
本
で
は
舟
目
六
云
々
の
注
文
が
無
い
。
日
目
平
本

の
「
見
名
」
は
他
と
表
記
形
式
が
異
な
っ
て
お
り
、
後
補
さ
れ
た
も
の
で
は
な

(
9
)
 

い
か
と
思
わ
れ
る
。

糞
土
見
塵
土
類
(
虻
叶
巻
本
)
↓
水
土
類

こ
の
注
文
は
二
十
巻
本
に
は
無
く
、
十
巻
本
に
の
み
有
る
。

6 
尿

塵
土
類

し
か
も
塵
土
類

は
十
巻
本
に
は
無
い
門
名
で
あ
る
。
も
っ
と
も
十
巻
本
内
部
で
も
注
文
の
形
は

一
致
せ
ず
、
糞
土
見
塵
土
類
と
す
る
の
は
曲
直
瀬
本
だ
け
で
、
下
総
本
は
糞
土

見
塵
土
部
、
昌
平
木
は
出
之
見
部
也
塵
土
類
に
作
る
。
京
本
類
は
こ
の
部
分
を

空
白
と
し
て
い
る
。
京
本
類
で
は
こ
の
注
文
を
不
審
と
見
て
空
白
に
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
現
存
十
巻
本
の
祖
本
に
こ
の
種
の
字
句
が
あ
っ
た
こ



と
は
否
定
で
き
な
い
。
白
土
条
の
注
文
と
も
関
連
し
て
、
天
地
部
等
の
部
門
構

(
叩
)
(
日
)

成
に
問
題
を
提
供
す
る
注
文
で
あ
る
。

日
弄
槍
見
征
戦
具
(
佐
叶
巻
本
)

こ
れ
は
十
巻
本
だ
け
の
注
文
で
あ
る
が
、
対
照
条
項
と
目
さ
れ
る
槍
条
が
十

巻
本
、

二
十
巻
本
共
に
征
戦
具
中
に
は
見
出
だ
さ
れ
な
い
点
に
問
題
が
あ
る
。

原
撰
本
に
は
有
っ
た
征
戦
百
六
の
槍
条
を
現
存
諸
本
は
総
て
脱
し
て
い
る
と
解
す

べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

H
白
土

見
天
地
部
水
土
類

↓
水
土
類

塵
土
類

こ
れ
は
前
述
の
通
り
高
山
寺
本
で
は
「
部
」
字
が
無
い
。
ま
た
下
総
本
で
は

「
土
」
字
が
無
い
。

し
か
し
、
現
存
諸
本
総
て
に
見
ら
れ
る
注
文
で
あ
る
。

お
磐

↓
音
楽
具

見
音
薬
門

音
楽
部

十
巻
本
で
は
音
楽
百
六
は
門
名
で
あ
る
か
ら
、
音
楽
門
と
す
る
こ
と
も
う
な
ず

け
る
が
、
他
に
例
を
見
な
い
表
記
で
あ
る
。
二
十
巻
本
で
は
部
で
あ
っ
て
門
で

は
無
い
点
で
矛
盾
す
る
。
も
っ
と
も
「
部
」
が
誤
写
さ
れ
て
「
門
」
と
な
っ
た

と
も
考
え
ら
れ
る
。

お
丁
子
香

見
下
文

↓
ナ
シ

下
ニ
ア
リ

倭名類緊抄二十巻本成立の一過程

欝
金
香
条
を
参
照
さ
せ
る
注
文
で
あ
る
が
、
十
巻
本
で
は
そ
の
条
が
無
く
、

二
十
巻
本
で
は
標
目
の
み
を
挙
げ
て
い
る
。
恐
ら
く
欝
金
香
条
は
古
く
か
ら
注

文
が
脱
し
て
標
目
の
み
と
な
っ
て
お
り
、
十
巻
本
で
は
そ
の
標
目
を
も
省
い
て

(ロ)

し
ま
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

話
牛
角

↓
上
ニ
ア
リ

己
見
上
文

下
ニ
ア
リ

注
文
は
十
巻
本
で
は
適
合
す
る
が
、
二
十
巻
本
で
は
適
合
し
な
い
。

同
叩
紫
苔
(
十
巻
本
)
見
飲
食
部
塩
梅
類

↓
飲
食
部
塩
梅
類

(
二
十
巻
本
)
見
厨
部
塩
梅
類

↓
飲
食
部
葺
蒜
類

十
巻
本
と
二
十
巻
本
で
注
文
に
少
異
が
あ
る
が
、
十
巻
本
は
矛
盾
が
無
く
、

二
十
巻
本
は
魁
厳
し
て
い
る
。
「
厨
部
」
に
問
題
は
残
る
に
し
て
も
、
「
塩
梅
類
」

に
つ
い
て
は
、
十
巻
本
は
適
合
し
、

二
十
巻
本
は
適
合
し
な
い
。

回
果
瓢

見
果
蹴
具

↓
果
蹴
具

菓
具

こ
の
注
文
は
十
巻
本
で
は
適
合
し
、
二
十
巻
本
で
は
適
合
し
な
い
。

以
上
問
題
例
九
例
の
う
ち
、

2
は
昌
平
本
の
み
の
後
補
異
文
と
し
て
処
理
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

お
も
十
巻
本
で
の
欝
金
香
条
の
脱
落
と
見
倣
す
こ
と

が
出
来
る
。
こ
の
二
例
を
除
く
七
例
の
う
ち
、
十
巻
本
で
適
合
し
な
い
も
の
は

6
1
の
二
例
、
二
十
巻
本
で
適
合
し
な
い
も
の
は

H
お
話
羽
田
の
五
例
で
あ
る
。

(
口
)

こ
れ
を
さ
ら
に
二
十
巻
本
現
存
諸
本
の
類
別
に
よ
っ
て
分
け
る
と
次
の
よ
う

25 -

に
な
る
。A
類
関
係

|
l
u
(
A
類
不
適
合
・
十
巻
本
適
合
)

B
類
関
係
l
l
l
6
1
(
い
ず
れ
も
B
類
ナ
シ
・
十
巻
本
不
適
合
)

C
類
関
係

1
l
m却
特
別
(
い
ず
れ
も
C
類
不
適
合
・
十
巻
本
適
合
)

A
類
・

B
類
関
係
は
な
お
問
題
を
残
す
も
の
で
あ
る
が
、

C
類
関
係
の
も
の

は
、
十
巻
本
・
二
十
巻
本
ほ
ぼ
同
文
の
注
文
で
あ
り
な
が
ら
、
内
容
は
十
巻
本

で
適
合
し
、
二
十
巻
本
で
は
適
合
し
な
い
も
の
の
み
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

二
十
巻
本
C
類
の
本
文
が
、
十
巻
本
に
由
来
し
て
い
る
と
推
測
す
る
こ
と
が
出

来
る
。
即
ち
二
十
巻
本
C
類
は
十
巻
本
を
改
編
し
て
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
言

う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
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十

/¥ 

二
十
巻
本

C
類
成
立
過
程
の
仮
説

そ
こ
で
二
十
巻
本
の
成
立
過
程
に
は
、

A
類
↓
B
類
、
十
巻
本
↓
C
類
の
二

系
列
が
考
え
ら
れ
る
。
十
巻
本
原
撰
の
立
場
に
立
て
ば

十
巻
本
↓

C
類
↓
A
類
↓
B
類

と
な
ろ
う
。

し
か
し

A
類
と
C
類
の
先
後
関
係
は
、
双
方
が
重
な
り
合
う
部
分

が
全
く
無
い
た
め
、
本
文
の
比
較
に
よ
っ
て
推
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

む
し
ろ
、
現
存
二
十
巻
本
が
二
十
巻
本
の
枠
内
で
同
一
祖
か
ら
出
た
と
す
る
前

提
を
廃
し
て
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

原

-
+
現
存
十
巻
本
諸
本

1
+
十
巻
本
祖
本
|
+
一

本

|

↓

一

「

↓

C

類

「
1
1
ψ
A

撰

類

B 

類

こ
の
仮
説
に
よ
っ
て
言
え
ば
、
現
存
二
十
巻
本
巻
十
一
以
降
は
、
本
来
の
二

十
巻
本
で
は
な
く
、
こ
の
部
分
が
失
わ
れ
て
い
た
の
を
補
う
た
め
に
、
巻
十
以

前
と
内
容
が
重
複
し
な
い
よ
う
に
取
捨
し
な
が
ら
十
巻
本
を
改
編
し
て
加
え
た

も
の
で
あ
る
。

二
十
巻
本
巻
十
一
以
降
で
は
香
薬
部
の
薬
名
列
記
を
除
け
ば
、

内
容
量
と
し
て
は
十
巻
本
と
大
差
が
無
い
の
も
こ
の
た
め
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

こ
の
仮
説
を
押
し
進
め
れ
ば
、
本
来
の
二
十
巻
本
1
1
1
A
類
(
高
山
寺
本
の

類
)
1
1
1は
今
な
お
巻
十
一
以
降
を
完
全
に
失
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、

果
し
て

A
類
が
二
十
巻
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
も
疑
問
と
な
っ
て
く
る
。

A
類
を

受
け
継
ぐ
B
類
の
序
に
は
「
勤
成
十
巻
」
と
あ
る
が
、

B
類
が
内
容
的
に
十
巻

で
完
結
し
て
い
る
は
ず
は
な
く
、
「
十
巻
」
は
巻
十
一
以
降
が
失
わ
れ
て
以
後
に

生
じ
た
誤
写
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
本
来
二
十
巻
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
こ

た
だ
し
「
四
十
部
二
百
六
十
八
門
」
が

A
類
の
実

(
日
比
)

態
を
伝
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
有
り
得
よ
う
。

こ
か
ら
は
断
定
で
き
な
い
。

本
稿
の
仮
説
の
上
に
立
て
ば
、
倭
名
類
褒
抄
原
撰
本
の
推
定
は
、
十
巻
本
諸

本
と
現
二
十
巻
本
諸
本
と
の
比
較
に
よ
る
の
み
で
は
不
充
分
な
の
で
あ
っ
て
、

二
十
巻
本
C
類
と
十
巻
本
諸
本
と
の
比
較
に
よ
っ
て
十
巻
本
祖
本
を
推
定
し
、

そ
れ
と
二
十
巻
本
A
類
B
類
と
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
も

の
な
の
で
あ
る
。

七

ま

と

め

一
、
二
十
巻
本
に
も
疾
病
部
が
あ
る
。
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一
、
二
十
巻
本
に
も
本
来
天
地
部
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

一
、
高
山
寺
本
の
居
処
部
第
十
は
誤
写
と
は
言
い
き
れ
な
い
。

一
、
二
十
巻
本

C
類
が
十
巻
本
に
由
来
す
る
と
見
倣
し
得
る
徴
証
が
有
る
。

仮
説
|
|
二
十
巻
本
D
類
は
、

二
十
巻
本
B
類
の
失
わ
れ
て
い
た
巻
十
一
以
降

を
十
巻
本
に
よ
っ
て
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。

注
1

矢
島
三
郎
「
和
名
抄
十
巻
本
廿
巻
本
の
分
類
の
比
較
(
分
類
意
識
を
主
と
し
て
ど
(
『
国

尚
子
』
第
五
輯
昭
和
ロ
年
1
月
日
本
大
学
国
文
学
会
)

秋
本
吉
郎
「
和
名
類
耳
東
抄
二
十
巻
本
の
問
題
点
と
高
山
寺
本
」
(
『
ビ
プ
リ
ア
』
幻
昭
和

お
年
刊
月
天
理
図
書
館
)

2

築
島
裕
「
図
書
寮
本
類
表
名
義
抄
と
和
名
類
褒
抄
」
(
『
国
語
と
国
文
学
』
四
十
巻
七
号

昭



倭名類緊抄二十巻本成立の一過程

和
銘
年
7
月
至
文
堂
)

3

築
島
裕
「
古
辞
書
に
お
け
る
意
義
分
類
の
基
準
」
(
『
品
詞
別
日
本
文
法
講
座
」
第
叩
巻

和
川
叩
年
6
月
明
治
書
院
)

4

伊
勢
広
木
お
よ
び
大
東
急
本
に
依
る
。
た
だ
し
「
二
百
六
十
入
門
」
の
「
入
」
を
「
八
」

に
改
め
た
0

5

両
本
と
も
に
門
序
に
乱
れ
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
倭
名
類
家
抄
二
十
巻
本
諸
本

の
類
別
」
(
『
国
語
と
国
文
学
」
五
十
三
巻
四
号
昭
和
日
年
4
月
至
文
堂
)
参
照
。

6

諸
本
と
も
「
親
戚
類
」
で
あ
る
が
仮
に
改
め
た
。

7

矢
島
氏
お
よ
び
秋
本
氏
前
掲
注
1
論
文
。

8

渡
辺
実
「
解
題
」
(
『
和
名
類
家
抄
・
二
一
宝
類
字
集
」
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
室
田
之
部
第

二
巻
昭
和
必
年
日
月
)

9

築
注
倭
名
類
家
抄
で
は
「
見
舟
具
」
に
訂
し
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

旧
作
楢
械
字
舟
具
五
字
、
山
田
本
問
、
昌
平
本
:
:
:
伊
勢
広
本
:
:
:
皆
文
義
不
通
、
今

孜
正
、
曲
直
瀬
本
無
注
十
一
字
、
那
波
本
同
、
疑
所
依
本
亦
誤
、
以
其
文
義
不
通
、
遂

側
之
也
、
尾
張
本
下
総
本
、
文
選
以
下
皆
無
、
按
:
-
此
亦
恐
古
本
不
引
、
後
人
依
広

本
増
益
也

印
体
重
注
倭
名
類
緊
抄
校
-
識
に
は
次
の
よ
う
に
-
記
し
て
い
る
。

按
諸
古
木
、
糞
堆
載
在
天
地
部
水
土
類
、
無
塵
土
類
、
那
波
本
有
塵
土
類
載
糞
堆
、
則

此
六
{
子
似
依
那
波
本
補
入
、
市
那
波
本
却
無
之
、
疑
不
能
明
也

日
築
島
氏
前
掲
注
1
論
文
P
的
に
改
編
と
の
関
連
で
言
及
が
あ
る
。

ロ
築
注
倭
名
類
緊
抄
で
は
缶
層
糖
呑
条
の
注
末
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

広
本
是
条
之
次
、
標
欝
金
香
三
字
、
無
訓
注
、
按
丁
子
香
条
云
、
欝
金
見
下
文
、
則
似

当
有
欝
金
香
条

日

前

掲

注

5
拙
稿
参
照
。

日
目
築
島
氏
前
掲
注
2
論
文

pω

〈
付
記
〉
本
稿
の
大
要
は
既
に
昭
和
印
年
7
月
5
日
の
東
京
大
学
国
語
研
究
室
会
に
於
て
口
頭

発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
で
用
い
た
諸
本
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
倭
名

類
緊
抄
の
系
統
推
定
|
|
十
巻
本
巻
二
了
六
を
中
心
に
|
|
」
(
『
北
海
道
大
学
文
学

部
人
文
科
学
論
集
』
十
八
号
昭
和
町
年
3
月
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
た
だ
し
、
昌

平
本
は
東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵
河
田
文
庫
本
を
用
い
た
。
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